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平
成
20
年
10
月
１
日
の
商
工
会
合
併

を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
た
串
本
町
・

古
座
商
工
会
は
９
月
14
日
、
串
本
町
商

工
会
館
に
お
い
て
松
原
繁
樹
串
本
町
長

や
来
賓
の
山
本
真
也
県
東
牟
婁
振
興
局

産
業
総
務
課
長
、
関
係
者
な
ど
多
数
出

席
の
中
、「
合
併
基
本
協
定
書
締
結
式
」

が
行
わ
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
冒

頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
須
賀
節
夫
串

本
町
商
工
会
長
は
、
出
席
者
に
「
本
年

６
月
14
日
、
協
議
会
を
設
置
し
、
基
本

協
定
書
締
結
に
至
り
誠
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。
今
後
は
、
平
成
20
年
10
月

１
日
の
合
併
に
向
け
諸
準
備
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
会
員
の
た
め
の
商
工
会
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
開
式
の

辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
両
商
工
会
が

解
散
し
、
新
た
に
商
工
会
を
設
立
す
る

こ
と
や
全
て
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
、

新
商
工
会
に
包
括
的
に
承
継
す
る
こ

と
、
ま
た
、
合
併
ま
で
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
串
本
地
区
商
工
会
合
併
協

議
会
設
立
等
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

協
定
書
締
結
に
際
し
て
は
須
賀
会

長
、
生
熊
和
道
古
座
商
工
会
長
か
ら
慎

重
に
署
名
、
押
印
し
、
立
会
人
と
し
て

出
席
の
松
原
串
本
町
長
の
署
名
と
押
印

で
協
定
を
完
了
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
松
原
町

長
並
び
に
山
本
総
務
課
長
、
相
葉
栄
樹

県
連
合
会
専
務
理
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激

励
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
生
熊
会
長
が

式
典
が
滞
り
な
く
終
了
で
き
た
こ
と
へ

の
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
合
併

に
向
け
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
全
力
で

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
閉
会
の
辞
を

述
べ
、
式
を
終
了
し
た
。

紙 面 紹 介
1面
2面
3面
4面

5面

6面

7面
8面

串本町・古座商工会合併基本協定書締結式、ミニ情報、紙面紹介
経営ワンポイントアドバイス～専門家に聞く～
こんな事業所みつけた　日高町「雑賀製作所」
ご存知ですか中小企業労働時間適正化促進助成金、募集・雇用
で変更　改正雇用保険法施行
ご当地検定を実施～めざせ！みなべっ子博士～、Wakayama就職
フェア2007、人事の一元化に伴う環境整備について
税務署からのお知らせ、和歌山県最低賃金、（財）労災保険情報
センター
家族のふれあい優待制度、説明会・セミナーのご案内
各種共済制度、高野口まちなかクイズラリー、金利のお知らせ、
連合会メモ

ニ 報ミ 情
【11月】
◆下請取引適正化推進月間
◆職業能力開発月間
◆ＪＡＳ普及推進月間
◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間
１日（木）◆計量記念日
　　　　◆灯台記念日
３日（土）◆文化の日
９日（金）◆「１１９番」の日
10日（土）◆技能の日
11日（日）◆税を考える週間 （～17日）
12日（月）◆全国一斉「女性の人権

ホットライン」強化週間
 （～18日）
18日（日）◆家族の日
23日（金）◆勤労感謝の日
28日（水）◆税関記念日

【12月】
地球温暖化防止推進月間
１日（日）◆歳末たすけあい

運動 （～31日）
　　　　◆世界エイズデー
　　　　◆省エネ総点検の日
４日（火）◆人権週間
 （～10日）
10日（月）◆世界人権デー
23日（日）◆天皇誕生日
24日（月）◆振替休日
25日（火）◆クリスマス
31日（月）◆大晦日

合併基本協定書へ押印（右から）須賀節夫串本町商工会長、
松原繁樹串本町長、生熊和道古座商工会長

串
本
町
商
工
会

 

合
併
基
本
協
定
書
締
結
式
を
挙
行

古
座
商
工
会
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法
人
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
回
は
、
近
頃
相
談
が
増
え
て
き
て
い
る

法
人
化
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
会
社
法
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
会
社
設
立

は
た
い
へ
ん
や
さ
し
く
な
り
ま
し
た
。
事
業

承
継
の
点
か
ら
も
個
人
事
業
よ
り
法
人
の
方

が
ス
ム
ー
ズ
？
と
い
っ
た
話
も
聞
か
れ
ま

す
。
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
一
様
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
法
人
化
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
検
討
を
す
す
め
る

際
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

会
社
の
設
立
手
続
き

　

新
会
社
法
に
よ
っ
て
、
資
本
金
は
１
円
で

も
会
社
が
で
き
ま
す
。
役
員
も
一
人
で
Ｏ
Ｋ

で
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
安
易
に
決
め
る
と

後
々
こ
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

以
下
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

１
．
資
本
金
は
３
０
０
万
円
位
は
ほ

し
い
？

　

い
く
ら
１
円
で
も
い
い
と
い
っ
て
も
あ
ま

り
少
な
い
と
、
赤
字
を
出
せ
ば
す
ぐ
に
債
務

超
過
（
資
本
の
マ
イ
ナ
ス
）
と
な
り
、
銀
行

さ
ん
か
ら
の
評
価
は
最
低
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
資
本
金
の
額
は
謄
本
を
見
ら

れ
る
と
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。「
信
用
を
つ

け
た
い
」
と
い
っ
て
法
人
化
さ
れ
る
の
で
し

た
ら
、
少
な
い
資
本
金
は
か
え
っ
て
逆
効
果

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一
つ
の
目
安
と
し
て

は
、
か
つ
て
有
限
会
社
の
最
低
資
本
金
と
さ

れ
て
い
た
３
０
０
万
円
と
い
う
線
が
あ
り
ま

す
。
少
な
く
と
も
、
初
年
度
で
資
本
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
消
費
税
の
免
税
特
典
を
受
け
た

け
れ
ば
、
設
立
時
の
資
本
金
は
１
千
万
円
未

満
と
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
点
も

注
意
が
必
要
で
す
。

２
．
役
員
は
多
す
ぎ
な
い
よ
う
に

　

役
員
（
取
締
役
）
は
、
一
人
で
も
可
能
で

す
。
監
査
役
は
０
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
形

式
だ
け
で
役
員
に
入
っ
て
も
ら
う
と
、
後
々

や
め
て
も
ら
う
と
き
も
気
を
使
い
ま
す
。
最

初
は
最
少
（
自
分
１
人
）
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

３
．
決
算
月
は
い
つ
に
す
る
か
？

　

個
人
と
ち
が
っ
て
法
人
の
場
合
は
、
自
由

に
会
計
期
間
（
決
算
月
）
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
般
に
多
い
の
は
３
月
決
算
で

す
が
、
自
分
の
事
業
の
状
況
に
よ
っ
て
適
当

な
時
期
を
決
め
ら
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
消
費
税
の
免
税
特
典
は
、
会
社
設

立
か
ら
最
初
の
２
会
計
期
間
（
２
年
間
で
は

な
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
な
る
べ
く
長
く
免
税
期
間

を
も
つ
た
め
、
例
え
ば
11
月
の
会
社
設
立
で

し
た
ら
、
10
月
を
決
算
月
に
し
ま
す
。
す
る

と
丸
々
一
年
近
く
会
計
期
間
が
と
れ
ま
す
の

で
免
税
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
逆

に
、
12
月
を
決
算
月
と
す
る
と
、
始
ま
っ
て

す
ぐ
に
１
期
目
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
免
税

期
間
は
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

４
．
会
社
の
設
立
に
か
か
る
日
数
と

費
用
の
目
安

　

会
社
設
立（
法
人
化
）に
要
す
る
日
数
は
、

平
均
約
２
〜
３
週
間
位
で
す
。
一
ヶ
月
み
て

お
け
ば
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。会
社
名
を
決
め
、

定
款
を
作
り
、
認
証
を
受
け
、
資
本
を
払
い

込
み
、
登
記
申
請
と
い
っ
た
流
れ
に
な
り
ま

す
。
自
分
で
登
記
ま
で
で
き
な
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
進
め
た
方
が
手
痛
い
ミ
ス
も
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
で
し
ょ
う
。
費
用
は
、
印

紙
等
の
実
費
で
約
27
万
円
、
専
門
家
（
司
法

書
士
さ
ん
な
ど
）へ
の
手
数
料
は
約
10
万
円
、

合
わ
せ
て
40
万
円
以
内
で
設
立
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
中
に
は
会
社
印
な
ど
の
費

用
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト

　

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
信
用

が
上
が
る
」「
節
税
効
果
が
あ
る
」「
事
業
承

継
が
楽
に
な
る
」
な
ど
が
言
わ
れ
ま
す
が
、

特
に
「
節
税
効
果
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。

１
．「
事
業
所
得
」
か
ら
「
給
与
所
得
」

に
　

個
人
事
業
者
に
は
、
利
益
（
所
得
）
に
所

得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
法
人
化
し
て
、
そ
の
利
益
の
全
て
を

社
長
（
自
分
）
へ
の
給
与
と
す
れ
ば
、「
事

業
所
得
」
へ
の
課
税
は
「
給
与
所
得
」
へ
の

課
税
に
か
わ
り
ま
す
。
給
与
所
得
は
、
課
税

の
際
に
給
与
の
額
に
比
例
し
て
「
給
与
所
得

控
除
」
を
引
い
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
個
人

事
業
税
も
当
然
、給
与
に
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ザ
ッ
と
試
算
し
ま
す
と
、
個
人
事
業
の
利
益

が
６
０
０
万
円
の
と
き
、
法
人
化
に
よ
る
節

税
効
果
（
額
）
は
、（
扶
養
等
の
所
得
控
除

を
無
視
し
て
考
え
れ
ば
、
法
人
住
民
税
の
均

等
割
７
万
円
を
差
し
引
い
て
も
）
約
60
万
円

と
な
り
ま
す
。

２
．
消
費
税
が
２
期
間
免
税
に

　

こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
。

法
人
化
に
よ
る
義
務
（
費
用
ほ
か
）

　

法
人
化
す
れ
ば
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
が

強
制
と
な
り
、
保
険
料
負
担
が
一
般
に
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
（
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
た
め
）。
ま
た
、
税
務
申
告
に
つ
い

て
税
理
士
さ
ん
に
委
託
す
る
と
、
目
安
と
し

て
、
年
間
50
〜
60
万
円
程
度
は
費
用
が
発
生

す
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
役
員
変
更
登
記

の
諸
費
用
も
任
期
ご
と
に
数
万
円
か
か
り
ま

す
。
こ
う
し
た
法
人
の
維
持
費
用
も
計
算
に

入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
事
業
用
資
産
や
借
入
金
を

会
社
に
移
す
際
の
手
続
き
や
、
会
社
に
個
人

資
産
（
事
業
用
の
土
地
・
建
物
な
ど
）
を
賃

貸
す
る
手
続
き
な
ど
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。

　

商
工
会
さ
ん
な
ど
の
専
門
窓
口
に
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
か
れ
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

経営
　アドバイス

ワンワン
ポイントポイント

税理士・中小企業診断士
社会保険労務士

水 城　　実　氏
水城会計事務所
〒640̶8227 和歌山市西汀丁26番地
県経済センタービル５階
☎073（428）8151　info@mizuki-acc.jp

専門家に聞く

お
問
い
合
わ
せ
は
、
近
く

の
商
工
会
ま
た
は
県
商
工

会
連
合
会
へ
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す
。
特
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
物
流
コ
ン
テ
ナ
は

（
株
）
共
立
物
流
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
全
国
各

地
の
大
手
メ
ー
カ
ー
（
主
な
メ
ー
カ
ー
は
、
旭

化
成
（
株
）、
大
塚
製
薬
（
株
）、
花
王
（
株
）、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）、
コ
ス
モ
石
油
（
株
）、

チ
ョ
ー
ヤ
梅
酒
（
株
）
等
１
６
０
０
社
以
上
）

の
工
場
で
貯
蔵
庫
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

何
か
特
別
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。 

工
場
の
設
計
建
築
や
簡
単
な
機
械
設
備
等

は
自
分
で
造
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
こ
れ

か
ら
は
ア
イ
デ
ア
・
技
術
を
活
か
し
、
新
商
品

を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。
受
け
の
製
造
か
ら
攻

め
の
製
造
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
金
属
加
工
の
技
術
を
活
か
し
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も
考
え
て
い
ま
す
。

 

一
番
思
い
出
に
残
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

ま
た
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

 

資
金
面
と
使
い
や
す
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
、
現
在
の
２
つ
の
工
場
と
自
宅
を
自
分
で
設

計
建
築
し
た
こ
と
で
す
。
完
成
ま
で
に
約
５
年

か
か
り
ま
し
た
。

 

商
工
会
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す

か
。 

金
融
、
労
働
保
険
、
労
務
管
理
、
記
帳
代

行
、
決
算
処
理
等
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
商
工
会
に

は
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
機
械
設
備
は
高
額
と
な
る
た
め
、
金
融

面
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
商
工
会
の
副
会
長
に
就
任
し
て
い
ま

す
。 

今
後
の
展
望
や
目
標
、
課
題
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

新
し
く
三
次
元
の
レ
ー
ザ
加
工
機
も
購
入

し
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
美
し
さ
に
こ
だ
わ
っ

た
金
属
加
工
製
品
を
造
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
製
品
も
発
明

し
、
特
許
の
出
願
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
製
品
・
新
分
野
・
異
業
種
進

出
等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
へ
と
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

事
業
所
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
れ
ま
で
先
代
が
造
船
所
と
建
築
関
係
で

働
き
、
１
９
７
７
年
５
月
、
こ
の
日
高
町
に
本

製
作
所
を
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
、
工
場

は
別
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
大
型
製
品
を

製
造
す
る
関
係
上
、
工
場
が
狭
く
な
り
、
現
在

の
地
に
工
場
を
拡
張
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積

３
３
７
０
㎡
で
建
物
面
積
は
工
場
２
つ
合
せ
て

１
９
５
１
㎡
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
11
名
で
後
継
者
で
あ
る
息
子
も
サ
ッ

シ
メ
ー
カ
ー
を
辞
め
、
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
先
日
、
二
代
目
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

金
属
加
工
の
業
界
は
、
全
国
で
毎
年
２
０
０

社
程
度
が
廃
業
し
、
同
程
度
が
創
業
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
社
に
お
い
て
は
、
主
に
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
物
流
金
属
コ
ン
テ
ナ
（
搬
送
用
タ
ン
ク
）
の

製
造
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る
言
葉
が
あ
れ

ば
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
理
由
も
教
え
て
下

さ
い
。

 

「
仕
事
を
愛
す

る
、
人
を
愛
す
る
、

国
を
愛
す
る
」
の

精
神
で
良
い
品
物

を
安
く
提
供
し
て

い
ま
す
。
ア
イ
デ

ア
と
技
術
を
活
か

し
て
皆
様
方
に
愛

さ
れ
る
商
品
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

ど
ん
な
も
の
を
製
造
し
て
い
ま
す
か
。

 
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
物
流
金
属
コ
ン
テ
ナ

（
写
真
左
下
）
で
す
が
、
化
学
薬
品
、
調
味
料
、

ペ
ン
キ
、
イ
ン
ク
等
の
液
体
製
品
を
輸
送
し
た

り
、
貯
蔵
等
す
る
も
の
で
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
か

ら
２
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
ま

す
。ス
テ
ン
レ
ス
製
で
あ
る
た
め
錆
び
に
く
く
、

積
み
重
ね
て
貯
蔵
で
き
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
貯
蔵
す
る
も
の
に
よ
っ
て
様
々
な
仕
様
が

あ
り
、
圧
力
を
か
け
て
絞
り
出
す
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
物
流
金
属
コ
ン
テ
ナ
は
中
に

人
が
入
れ
る
設
計
の
た
め
清
掃
等
に
便
利
で

す
。

　

そ
の
他
の
製
品
と
し
て
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
サ

ッ
シ
等
の
建
築
金
物
、
金
属
パ
ネ
ル
設
計
等
を

大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
受
注
製
造
し
て
い
ま
す
。

 

主
な
取
引
先
は
い
か
が
で
す
か
。

 

取
引
先
の
主
な
所
は
、（
株
）
共
立
物
流

シ
ス
テ
ム
、
ト
ス
テ
ム
（
株
）、（
株
）
北
海
、

協
和
ス
テ
ン
レ
ス
（
株
）、（
株
）
大
川
組
等
で

さいさい かか せいせい さくさく しょしょ

雑賀製作所雑賀製作所

二代目社長
　雑賀孝之　氏

雑賀製作所
住　所：〒649-1211
　　　　和歌山県日高郡日高町荊木648
ＴＥＬ：0738-63-2426
ＦＡＸ：0738-63-2471
ＨＰアドレス　http://web.wakkun.or.jp/00146.htm
mailアドレス　saika-seisakusho@tech.email.ne.jp

「
仕
事
を
愛
す
る
、
人
を
愛
す
る
、

「
仕
事
を
愛
す
る
、
人
を
愛
す
る
、

  

国
を
愛
す
る
」
の
精
神
で

国
を
愛
す
る
」
の
精
神
で

積
み
重
ね
て
使
用
で
き
る
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
物
流
金
属
コ
ン
テ
ナ

６つの心で気持ちよく仕事

雑
賀
製
作
所
本
社
工
場

平成19年11月1日　第420号 〔　　　　〕昭和55年3月1日
第3種郵便認可和歌山県商工会報3



を
半
分
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

　

イ　

割
増
賃
金
率
を
自
主
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。（
１

か
月
の
限
度
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
係
る

割
増
賃
金
率
を
35
％
以
上
に
、
又
は
月
80
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
に
係
る
割
増
賃
金
率
を
50
％

以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
） 

②　

次
の
い
ず
れ
か
の
措
置 

　

ア　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進 

　

イ　

休
日
労
働
の
削
減 

　

ウ　

ノ
ー
残
業
デ
ー
等
の
設
定 

③　

次
の
い
ず
れ
か
の
措
置 

　

ア　

業
務
の
省
力
化
に
資
す
る
設
備
投
資
等（
３
０
０
万

円
以
上
の
も
の
に
限
る
）
の
実
施
（
省
力
化
投
資

等
の
措
置
） 

　

イ　

新
た
な
常
用
労
働
者
の
雇
入
れ
（
雇
入
措
置
） 

【
支
給
額
等
】 

（
ⅰ
）
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
「
プ
ラ
ン
」

に
従
い
、
特
別
条
項
付
き
時
間
外
労
働
協
定
や
就
業
規

則
等
の
整
備
を
行
っ
た
場
合
に
50
万
円 

（
ⅱ
）
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
「
プ
ラ
ン
」

に
従
い
、
時
間
外
労
働
削
減
等
の
措
置
及
び
省
力
化
投

資
等
の
措
置
又
は
雇
入
措
置
を
完
了
し
た
場
合
に
50
万

円 

　

た
だ
し
、「
プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
措
置
を
完
了
し

た
事
業
主
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。従
っ
て（
ⅰ
）

の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
が
「
プ
ラ
ン
」
を
完
了
し
な
か
っ

た
場
合
は（
ⅰ
）の
支
給
額
を
返
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
（
電

話
：
０
７
３

－

４
２
２

－

２
１
７
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

※
労
働
基
準
法
第
36
条
第
１
項
の
協
定
で
定
め
る
労
働
時

間
の
延
長
の
限
度
等
に
関
す
る
基
準
（
平
成
10
年
労
働
省

告
示
第
１
５
４
号
）
に
規
定
す
る
労
働
時
間
の
延
長
の
限

度
を
超
え
て
労
働
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

定
め
た
協
定
。

　

中
小
企
業
労
働
時
間
適
正
化
促
進
助
成
金
は
、
特
別
条

項
付
き
時
間
外
労
働
協
定
（
※
参
照
）
を
締
結
し
て
い
る

中
小
事
業
主
等
が
働
き
方
の
見
直
し
を
通
じ
、
労
働
時
間

の
適
正
化
に
取
り
組
ん
だ
場
合
に
実
施
し
た
内
容
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
る
も
の
。
本
助
成
金
の
概
要
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

【
対
象
と
な
る
事
業
主
】 

　

次
の
①
か
ら
③
の
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
「
働
き
方
改
革

プ
ラ
ン
」（
実
施
期
間
１
年
間
。
以
下
「
プ
ラ
ン
」
と
い
う
）

を
作
成
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
、
そ
の

プ
ラ
ン
の
措
置
を
完
了
し
た
方
。 

①　

次
の
い
ず
れ
か
の
措
置 

　

ア　

特
別
条
項
付
き
時
間
外
労
働
協
定
の
対
象
労
働
者

　

平
成
19
年
４
月
１
日
に
雇
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
こ
と

を
受
け
て
、
10
月
１
日
か
ら
労
働
者
を
募
集
・
雇
用
す
る

場
合
、
次
の
点
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

１　

労
働
者
の
募
集
は
年
齢
制
限
禁
止

　

労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
の
際
に
は
、
原
則
と
し
て
年

齢
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
職
務
の
内
容
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
労
働
者
の
適
性
、
能
力
、
経
験
、
技
能
の
程
度
な

ど
労
働
者
が
応
募
す
る
に
当
た
り
求
め
ら
れ
る
事
項
を
で

き
る
だ
け
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
労
働
者
側
も
募
集
の
内
容
を
応
募
の
前
に
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
解
消

さ
れ
、
労
働
者
に
均
等
な
働
く
機
会
が
与
え
ら
れ
る
た
め

で
す
。

２　

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル

　

外
国
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
適
切
な
人
事
管
理
と
就

労
環
境
を
整
え
る
た
め
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

①
外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）
を
雇
用
す
る

場
合
、
氏
名
、
在
留
資
格
等
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

②
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
係
る
「
適
正
な
労
働
条

件
の
確
保
」「
安
全
衛
生
の
確
保
」「
雇
用
保
険
、
労
災

保
険
、
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
」「
適
切

な
人
事
管
理
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
」「
解
雇
の
予
防

及
び
再
就
職
援
助
」
等
の
改
善
が
事
業
主
の
努
力
義
務

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/bunya/koyou/gaikokujin.htm

l

）に
「
外

国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が

適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

早期転換・再挑戦支援窓口
開設中

早期転換・再挑戦支援窓口
開設中

事業撤退・転換
への相談

再起業への相談

相談員・専門家が

　　　　支援し
ます

事業撤退・転換
への相談

再起業への相談

相談員・専門家が

　　　　支援し
ます

事業撤退・転換
への相談

再起業への相談

相談員・専門家が

　　　　支援し
ます

事業撤退・転換
への相談

再起業への相談

相談員・専門家が

　　　　支援し
ます

詳しくは、県商工会連合会または
お近くの商工会までご相談を。

秘密厳守！
相談無料！

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

中
小
企
業
労
働
時
間

　
　

適
正
化
促
進
助
成
金

中
小
企
業
労
働
時
間

　
　

適
正
化
促
進
助
成
金

募
集
・
雇
用
面
で
変
更

　
　

改
正
雇
用
保
険
法
施
行

募
集
・
雇
用
面
で
変
更

　
　

改
正
雇
用
保
険
法
施
行

募
集
・
雇
用
面
で
変
更

　
　

改
正
雇
用
保
険
法
施
行

募
集
・
雇
用
面
で
変
更

　
　

改
正
雇
用
保
険
法
施
行
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50
問
（
満
点
50
点
・
四
者
択
一
式
）

【
合
格
基
準
】

　

30
点
（
30
問
正
解
）
以
上
を
合
格
。

【
お
問
合
わ
せ
・
送
付
先
】

　

○
み
な
べ
町
商
工
会

　
　

〒
６
４
５

‒

０
０
０
２　

日
高
郡
み
な
べ
町
芝
５
０
３

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３
９

－

７
２

－

３
２
２
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３
９

－

７
２

－

５
３
６
０

U
RL

》http://m
inabe.info/index.htm

l
E-m
ail

》m
inabe@

w
-shokokai.or.jp

　

○
み
な
べ
町
商
工
会
南
部
川
分
所

　
　

〒
６
４
５

‒

０
０
２
６　

日
高
郡
み
な
べ
町
谷
口
３
０
８

－

１

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３
９

－

７
４

－

２
３
０
８

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３
９

－

７
４

－

３
２
７
４

　

紀
州
み
な
べ
検
定
実
行
委
員
会
は
、
み
な
べ
町
が
誇
る

豊
か
な
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
遺
産
、
梅
・
備
長
炭
・
魚

な
ど
地
域
を
再
認
識
し
、
住
む
人
に
は
よ
り
一
層
み
な
べ

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
る
人
に
は
み
な
べ
に
関

す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
み
な
べ
を
愛
す
る
人
の

輪
を
広
げ
、
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
紀

州
み
な
べ
検
定
」
を
実
施
す
る
。

【
試
験
日
時
】

　

平
成
19
年
11
月
25
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
（
制
限
時
間
40
分
）

【
試
験
会
場
】

　

○
南
部
公
民
館
２
階
会
議
室

　

○
み
な
べ
町
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

プ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

【
受
験
資
格
】

　

高
校
生
以
上
、
そ
の
他
、

学
歴
・
性
別
・
国
籍
等
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
受
験
料
】

　

５
０
０
円
（
返
金
不
可
）

【
参
加
賞
】

　

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
申
込
期
間
】

　

平
成
19
年
11
月
９
日
（
金
）
ま
で
受
付

【
申
込
手
続
】

　

申
込
書
（
※
参
照
）
と
受
験
料
を
添
え
て
み
な
べ
町
商

工
会
本
所
・
分
所
窓
口
へ
。

　
（
郵
送
の
場
合
は
申
込
書
・
受
験
料
・
返
信
用
切
手
80
円
を

現
金
書
留
で
み
な
べ
町
商
工
会
宛
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。）

※
試
験
要
領
お
よ
び
申
込
書
は
、
み
な
べ
町
商
工
会
本
所
・

分
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
出
題
内
容
等
】

　

９
月
号
で
は
人
事
の
一
元
化
と
は
ど
ん
な
も
の
か
（
職

員
の
身
分
を
県
連
合
会
に
移
籍
再
配
置
す
る
こ
と
）
を
記

述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
商
工
会
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

支
援
を
行
う
た
め
の
商
工
会
等
職
員
の
環
境
整
備
に
係
る

事
項
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
商
工
会
等
職
員
の
人
事
異
動
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
環
境
整
備
で
あ
り
、
商
工
会
人
事
管
理
委
員
会
（
県

商
工
会
連
合
会
に
設
置
）
の
２
つ
の
小
委
員
会
で
今
ま
で

人
事
組
織
や
勤
務
環
境
に
関
す
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
ま
し
た
。

◎
一
元
化
に
伴
う
環
境
整
備

①
給
与
（
俸
給
）
の
統
一

②
職
階
制
の
導
入

③
退
職
金
制
度

④
人
事
異
動
に
伴
う
諸
手
当
の
整
備

⑤
服
務
規
程
の
改
正

　

服
務
規
程
の
中
に
出
向
の
規
定
を
盛
り
込
む
た
め

⑥
出
向
規
程
・
出
向
契
約
の
制
定

⑦
労
働
契
約
書
・
誓
約
書

⑧
出
向
者
に
関
す
る
事
務
分
掌

 

・
給
与
支
払
者
の
協
議

 

・
各
種
公
的
保
険（
健
康
保
険
、厚
生
年
金
、介
護
保
険
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
、
雇
用
保
険
）

⑨
新
規
統
一
採
用
試
験
の
実
施

⑩
適
正
な
、
職
員
の
設
置
基
準
の
検
討

⑪
協
議
会
拠
点
方
式
の
検
討

　

こ
れ
か
ら
は
商
工
会
の
垣
根
を
な
く
し
、
専
門
家
集
団

と
な
っ
て
商
工
会
の
使
命
で
あ
る
「
企
業
の
繁
栄
と
育
成
」

に
努
め
、
制
度
の
更
な
る
検
討
を
重
ね
、
商
工
会
会
員
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

人
事
の
一
元
化
に
伴
う

 

環
境
整
備
に
つ
い
て

1.日時　平成19年11月22日（木）
　　　　13：00～16：00
2.会場　「和歌山ビック愛」大ホール及び展示ホール
3.開催方法　各社個別面談方式
4.参加費用　無料
5.参加予定企業数
　大ホール･･･３５社（就職支援機構）
　展示ホール･･･２０社（県中小企業団体中央会）
6.主催　和歌山労働局・和歌山県・和歌山市・

和歌山県地域労使就職支援機構・和歌
山県中小企業団体中央会・和歌山県経
営者協会

　協力　独立行政法人　雇用・能力開発機構和
歌山センター

7.お問合わせ　和歌山県地域労使就職支援機構
　　　　　　　（TEL 073-402-2111）

『Wakayama就職フェア2007』
～企業合同面談会～

ご
当
地
検
定
を
実
施 

〜
め
ざ
せ
！
み
な
べ
っ
子
博
士
〜

ご
当
地
検
定
を
実
施 

〜
め
ざ
せ
！
み
な
べ
っ
子
博
士
〜
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●
ｅ‒

Ｔａｘ
は
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

　
ｅ‒

Ｔａｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
国

税
に
関
す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届
出
な
ど
の

手
続
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ‒

Ｔａｘ
を
利
用
す
る
と
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
か
ら
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
及
び
印
紙
税
等
の
す
べ
て
の
税
目
に
か
か
る

申
告
・
納
税
・
申
請
・
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

（
注
）
ご
利
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
開
始
届
出
書
を

税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
が
で
き
ま

す
）。

　

詳
し
く
は
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http//

w
w
w
.e-tex.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ｅ‒
Ｔａｘ
な
ら
こ
ん
な
こ
と
が
便
利
】

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、
申
請
・
届
出

等
が
で
き
る
。

②
個
人
の
方
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」を
利
用
す
れ
ば
、ｅ‒

Ｔａｘ
用
の
申
告
デ
ー

タ
が
作
成
で
き
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
当
コ
ー

ナ
ー
か
ら
直
接
電
子
申
告
で
き
る
（「
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証
明
書
」
を
利

用
す
る
場
合
に
限
る
）。

③
個
人
が
電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
際
、
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電

子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た
場
合
に
、
所
得

税
額
か
ら
５
，０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税

額
を
限
度
）
を
控
除
。（
平
成
19
年
分
又
は
平
成

20
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）

④
個
人
が
平
成
19
年
分
以
後
の
所
得
税
の
電
子
申

告
を
す
る
場
合
に
医
療
費
の
領
収
書
や
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
一
定
の
第
三
者
作
成
書

類
の
添
付
を
省
略
で
き
る
。（
平
成
20
年
1
月
か

●
税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
11
月
11
日
か
ら
17
日
の
間
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
国
民
各
層
に
よ
り
能
動

的
に
税
の
仕
組
み
や
役
割
等
を
考
え
て
も
ら
い
、

国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
集
中
し
た
広
報
広
聴
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」

で
す
。
少
子
・
高
齢
社
会
の
日
本
。
税
の
「
今
」

を
知
り
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ら
適
用
）。

⑤
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を

利
用
し
て
納
税
が
で
き
る
。

⑥
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
処
理
期
間
を
６
週
間
程

度
か
ら
３
週
間
程
度
に
短
縮
。（
必
要
な
添
付
書

類
が
税
務
署
に
到
着
し
て
か
ら
の
期
間
）

⑦
税
理
士
が
税
務
書
類
を
作
成
し
、
納
税
者
に
代

わ
っ
て
送
信
す
る
場
合
に
は
、
納
税
者
本
人
の

電
子
署
名
を
省
略
で
き
る
。

⑧
給
与
な
ど
の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
に
つ
い
て

は
、
送
信
時
は
利
用
者
識
別
番
号
・
暗
証
番
号

の
み
と
し
、
電
子
署
名
は
要
し
な
い
。

　

な
お
、
ｅ‒

Ｔａｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
前
に
次
の

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

・
事
前
に
電
子
証
明
書
を
取
得
。

 

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ド
ラ
イ
タ
を
用
意
。

（
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
発
行
さ
れ
る
場

合
）

　

ま
た
、
開
始
届
出
書
を
提
出
し
て
か
ら
「
利
用

者
認
識
番
号
」、「
暗
証
番
号
」
を
記
載
し
た
通
知

書
等
が
送
付
さ
れ
る
ま
で
１
ヶ
月
程
度
要
し
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

和歌山総合支社
〒640-8331 和歌山市美園町3-32-1　TEL.073-433-0400【引受保険会社】アフラック 近畿テリトリー 和歌山支社

〒640-8324　和歌山市友田町4-123　電話073-422-6136

ノイエスコールセンター 0120－13－8400
〒640-8227　和歌山市西汀丁36和歌山商工会議所2F
【募集代理店】

21世紀がん保険＋特約MAX21

新新健康応援団MAXアフラックの
「21世紀がん保険」＋「特約MAX21」

は病気もケガも保障します。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【（財）労災保険情報センター（ＲＩＣ：リック）】
　厚生労働省の委託を受けて、労働災害
にかかる医療・補償等の労災保険制度全
般の相談を受け付けています。相談は無
料で秘密厳守。

（財）労災保険情報センター和歌山事務所
〒640-8331
和歌山市美園町3丁目32番1号
損保ジャパン和歌山ビル
TEL : ０７３-４２５-４６６６
FAX : ０７３-４２５-４６５０
フリーダイヤル  ０１２０-０４４-６５０
E-mail：z30-wakayama@rousai-ric.or.jp

守ろう！確かめよう！この最低賃金

　和歌山県最低賃金が変わり、10月20日から時間額
６６２円に変わりました。最低賃金は最低賃金法に
基づき県内の事業場で働くすべての労働者に適用さ
れ、年齢・性別・雇用形態（常用・臨時・パート・
アルバイト等）支払形態（月給・日給・時給等）の
別を問わず適用されます。（精皆勤手当、通勤手当、
家族手当、時間外手当、ボーナスなどは含まれませ
ん。）
　また、特定の産業で働く労働者については、和歌
山県最低賃金よりも金額の高い産業別最低賃金が適
用される場合があります。
　詳しいことは、和歌山労働局賃金室（電話
073-422-2174）まで。

平成19年11月1日　第420号和歌山県商工会報 6〔　　　　〕昭和55年3月1日
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子
育
て
家
庭
を
地
域
社
会
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
協
賛
店
舗
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、「
家
庭
の
日
」（
毎
月
第
３
日

曜
日
）
や
「
育
児
の
日
」（
毎
月
19
日
）

な
ど
に
お
い
て
、「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
制

度
」
と
し
て
料
金
割
引
や
各
種
特
典
な
ど

子
育
て
家
庭
に
優
し
い
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
対
象
】

　

原
則
と
し
て
、
中
学
生
以
下
の
家
族
連

れ
（
優
待
券
の
提
示
が
基
本
で
す
が
、
協

賛
店
舗
に
よ
っ
て
は
優
待
券
が
な
く
て

も
、
ま
た
、
18
歳
未
満
の
家
族
連
れ
で
も

子
ど
も
連
れ
で
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

【
サ
ー
ビ
ス
例
】

　

飲
食
料
金
や
子
ど
も
用
品
の
割
引
、
ド

リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
や
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
、
育
児
情
報
や
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
。

【
協
賛
店
舗
】

　

店
頭
に
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
入
り
ス

テ
ッ
カ
ー（
写
真

下
）の
掲
示
の
あ
る

店
舗
。
協
賛
店
舗

や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

優
待
券
等
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.cypress.ne.jp/w

akatsu/
fureai/index.htm

l

　

な
お
、
詳
し
く
は
協
賛
店
舗
に
お
問
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
協
賛
店
舗
も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
店
舗
は
家
族
で
食
べ
る
、

買
う
、
遊
ぶ
、
泊
ま
る
、
学
ぶ
な
ど
、
保

護
者
と
子
ど
も
の
利
用
が
見
込
め
る
店

舗
・
施
設
で
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

　

和
歌
山
県
子
ど
も
未
来
課

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
４
１

－

２
４
９
２

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３

－

４
４
１

－

２
４
９
１

　

和
歌
山
県
青
少
年
育
成
協
会

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
３
５

－

５
２
３
６

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３

－

４
３
５

－

５
２
３
８

家
族
の
ふ
れ
あ
い
優
待
制
度

家
族
の
ふ
れ
あ
い
優
待
制
度
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
入
り
ス
テ
ッ
カ
ー

説明会・セミナーのご案内
【
食
品
製
造
業
に
お
け
る
食
品
新
５
Ｓ
と
危
機
管
理
】 

◎
日　

時　

平
成
19
年
11
月
15
日（
木
）〜
16
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30
（
両
日
）

◎
場　

所　

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
６
階　

研
修
室

　
　
　
　
　

和
歌
山
市
小
倉
60
番
地

◎
内　

容

 

「
食
品
製
造
業
に
お
け
る
５
Ｓ
の
必
要
性
、
ク

レ
ー
ム
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
ト
ス
ズ
キ
有
限
会
社

和
歌
山
県
食
品
衛
生
管
理
認
定
制
度

　

審
査
員 

鈴
木　
　

進　

氏

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
）

　

審
査
員 

鈴
木
厳
一
郎　

氏

 

「
異
物
混
入
防
止
の
為
の
５
Ｓ
〜
衛
生
管
理
会

社
か
ら
み
た
５
Ｓ
提
案
〜
」

イ
カ
リ
消
毒
株
式
会
社

京
滋
北
陸
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 

鴻
上　
　

高　

氏 

◎
定　

員　

30
名

◎
受
講
料 

６
，０
０
０
円
（
２
日
間
の
受
講
料
、

資
料
代
を
含
む
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団
テ
ク
ノ
振
興
部

〒
６
４
９

‒

６
２
６
１　

和
歌
山
市
小
倉
60
番
地　

　

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
７
７

－

５
２
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３

－

４
７
７

－

６
６
６
０

E
-m
ail

：okam
oto@

yarukiouendan.jp

【
公
益
通
報
者
保
護
法
説
明
会
】

◎
日　

時　

平
成
19
年
11
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　

15
：
00
〜
16
：
30

◎
場　

所　

和
歌
山
市
民
会
館
市
民
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

和
歌
山
市
伝
法
橋
南
ノ
丁
7

◎
内　

容　

公
益
通
報
者
保
護
制
度
の
一
層
の
周
知

及
び
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
、
公
益

通
報
者
保
護
制
度
の
概
要
及
び
民
間
事

業
者
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
説
明
。

◎
定　

員　

１
５
０
名

◎
参
加
料　

無
料
（
要
申
込
）

◎
主　

催　

内
閣
府

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
通
報
者
保
護
法
説
明
会
運
営
事
務
局

　

参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

　

http

：//w
w
w
.koueki2007.com

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
５

－

２
３
１

－

７
９
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
５

－

２
３
１

－

８
８
８
７

E
-m
ail

：entry@
koueki2007.com

【
労
働
セ
ミ
ナ
ー
】

◎
日　

時　

平
成
19
年
11
月
27
日（
火
）

　
　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
00

◎
場　

所　

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

 

２
階
「
鳳
凰
の
間
」

　
　
　
　
　

和
歌
山
市
湊
通
り
丁
北
２

－

１

－

２

◎
内　

容

　
「
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
、
人
は
動
く
！

 

〜
リ
ー
ダ
ー
の
心
構
え
で
職
場
が
変
わ
る
〜
」

　

マ
セ　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

 

代
表　

間
瀬　
　

誠　

氏

　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
の
提
言

　

〜
や
る
気
の
あ
る
女
性
が
活
躍
で
き
る

 

職
場
づ
く
り
の
た
め
に
〜
」

　

ユ
タ
カ
交
通
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役　

豊
田　

英
三　

氏

◎
定　

員　

80
名

◎
参
加
料　

無
料
（
要
申
込
）

◎
主　

催

　

和
歌
山
県
・
県
中
小
企
業
集
団
連
合
会

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
商
工
観
光
労
働
部
労
働
政
策
局
労
働
企
画
課

〒
６
４
０

‒

８
５
８
５　

和
歌
山
市
小
松
原
通
１

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
４
１

－

２
７
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３

－

４
２
２

－

５
０
０
４

【
個
人
情
報
保
護
法
説
明
会
・
相
談
会
】

◎
日　

時　

平
成
19
年
11
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　

14
：
00
〜
15
：
30

◎
場　

所　

県
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

和
歌
山
市
手
平
２

－

１

－

２

◎
内　

容　
「
上
手
に
使
お
う
！
個
人
情
報（
仮
題
）」

◎
参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
総
務
学
事
課
情
報
公
開
班

　

〒
６
４
０

‒

８
５
８
５　
和
歌
山
市
小
松
原
通
り
１

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
４
１

－

２
１
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
３

－

４
４
１

－

２
１
０
７

E
-m
ail

：tak
ag
ak
i_h
0010@

p
ref.

w
akayam

a.lg.jp

【
下
請
取
引
適
正
化
推
進
講
習
会
】

◎
日　

時　

平
成
19
年
11
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30

◎
場　

所　

県
民
文
化
会
館
特
設
会
議
室

　
　
　
　
　

和
歌
山
市
小
松
原
通
り

◎
内　

容　
「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の
解

説
」、「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
及
び
振

興
基
準
の
解
説
」
ほ
か

◎
参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

◎
主　

催　

中
小
企
業
庁
・
近
畿
経
済
産
業
局
、
公

正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近
畿
中
国
四

国
事
務
所

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近
畿
中
国
四
国
事
務

所
下
請
課

〒
５
４
０

‒

０
０
０
８　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４－

１－

７
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６

－

６
９
４
１

－

２
１
７
６

【
企
業
防
災
セ
ミ
ナ
ー
】

◎
日
時
・
場
所

 

・
田
辺
会
場

　
　

平
成
19
年
12
月
21
日（
金
）13
：
30
〜
16
：
30

　
　

和
歌
山
県
立
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

　
　

田
辺
市
新
庄
町
３
３
５
３

－

９

 

・
和
歌
山
会
場

　
　

平
成
20
年
１
月
25
日（
金
）13
：
30
〜
16
：
30

　
　

和
歌
山
県
自
治
会
館

　
　

和
歌
山
市
茶
屋
ノ
丁
2
番
1

◎
内　

容

　
「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
考
え
方
と
作
成

ポ
イ
ン
ト
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
継
続
推
進
機
構

 

理
事
長　

丸
谷　

浩
明　

氏

　
「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て
」

　

県
庁
総
合
防
災
課

◎
参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

◎
主　

催　

和
歌
山
県

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
商
工
政
策
局
商
工
振
興
課

〒
６
４
０

‒

８
５
８
５　

和
歌
山
市
小
松
原
通
１

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
３

－

４
２
２

－

１
５
２
９

E
-m
ail

：e0603001@
pref.w

akayam
a.

lg.jp
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☎073－431－7221
和 歌 山 支 店

国土交通大臣登録旅行業第20号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（大同生命ビル1F）
営業時間10:00～18:00（日・祝 休）支店長　津　留　敦　徳

平
成
1９
年

10
月
11
日
現
在

商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
五
〇
％
）

　
　
　
　
　

信
用
保
証
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
一
・
三
五
％
）

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
二
〇
％
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
普
通
貸
付
（
基
準
利
率
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
五
〇
％
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
基
準
利
率
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
年
二
・
五
〇
％
）

〒640-8227  和歌山市西汀丁26（県経済センター4Ｆ）
TEL：073-402-2111　FAX：073-425-5086

e-mail：roushi.s.s.k@carrot.ne.jp
ホームページ：http://www.waroushi.jp 

【構成団体】
連合和歌山・経営者協会・商工会議所連合会・商工会連合会・中小企業団体中央会

和歌山県地域労使就職支援機構
（厚生労働省委託事業）

　■再チャレンジ支援事業（トライアル雇用）の推進
　■企業面談会
　　職業能力向上セミナー
　■無料職業紹介
を行っています。詳しくは下記まで！

等の開催

※内容等詳しくは、お近くの商工会または県商工会連合会（073-432-4661）まで、お問い合わせ下さい。

♥幸せなこと･･･それは 大 きな 安心 があることです♥ 加入しませんか。商工会の共済に！

新発売新発売 商工貯蓄共済
《死亡保障重視型》
商工貯蓄共済
《死亡保障重視型》

新型医療共済
《入院時、日帰りから保障》
新型医療共済
《入院時、日帰りから保障》

プラン

8,000円
100万円

本人・配偶者コース

入院給付金日額
死亡保険金額

プラン

7,000円
100万円

プラン

5,000円
100万円

プラン

3,000円
100万円

お申込みコース

★死亡保障重視と貯蓄を考えるなら商工貯蓄共済のご加入を！

１口掛金月額２，０００円で ５００万円の保障 最高 ６，０００万円→
基本型は、　　〃 １００万円の保障 最高 １，５００万円→

◆商工貯蓄共済は、国の認可事業です。
　　この共済の最大メリットの１つである格安な保険料（集団扱）を
　　十分活かした制度の提供です。

◆保証額を「基本型」の３倍～６倍に設定。
　　＊加入年齢により、保険料・保険金が異なりますので確認して下さい。

◆付加保障として、交通傷害保険も同時にご加入いただけます｡
　　年間保険料が、１口なんと1,170円で101万4千円の保障｡

◆掛け捨てではありません。
　　掛金から保険料等を差し引いた残りが積み立てられます。

◆満期時の更新契約制度（健康状態告知不要）も活用いただけます。

ジブラルタ生命は、和歌山県商
工会連合会が実施している商工
貯蓄共済制度の生命保障部分
の引受をしています。
〈フリーダイヤル〉 ０１２０－３７－２２６９

★給付日額５，０００円で３５歳の方が加入した場合････
　　月額保険料は１，１１５円で、驚きの１日約３７円です。
・保障内容は････
◇入院時、日帰りから保障。
◇１入院１２０日、通算１，０９５日の充実保障。 
◇万が一の保障は、１００万円。 
◇満７９歳６カ月まで継続可能です。
◇配偶者やお子様も加入ＯＫです。
◇お申し込みは、簡単です。
◆加入頂いた方には、医師の手配・紹介及び２４時間電話で
　　健康相談サービスが受けられます。

新発売新発売 ～新型医療保障保険の補完商品 「あなたにも」について～
◇医療共済加入時に告知を提出し、謝絶となった方や３年前に胃潰瘍の手術を受けた等の
理由で生命保険に加入できなかった５０歳～８０歳までの方が５つの告知項目すべてが「いい
え」であればご加入頂ける終身保険です。
　加入資格は、和歌山県商工会連合会傘下商工会の会員・家族並びに従業員の皆様が対
象です。

★病気・ケガでの入院の保障重視なら新型医療共済のご加入を！

（
予
定
を
含
む
）

【
11
月
】

４
日 

経
営
革
新
塾
（
和
歌
山
市
）

７
日 

第
２
回
専
務
理
事
会
議
（
東
京
都
）

８
日 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
職
員
協
議

会
「
会
員
研
修
会
」（
大
阪
市
）

８
日 

近
畿
府
県
連
共
済
担
当
者
会
議

〜
９
日 

（
山
口
県
、
広
島
市
）

９
日 

県
連
正
副
会
長
会
（
和
歌
山
市
）

11
日 

経
営
革
新
塾
（
和
歌
山
市
）

12
日 

商
工
会
人
事
管
理
委
員
会

 

県
連
理
事
会
（
和
歌
山
市
）

13
日 

近
商
連
会
長
・
専
務
・
局
長
会
議

 

（
大
阪
市
）

13
日 

商
工
会
等
職
員
基
本
能
力
研
修
会

〜
14
日 

（
和
歌
山
市
）

14
日 

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

〜
15
日  

（
宮
城
県
）

18
日 

第
１
４
７
回
珠
算
検
定
試
験

 

経
営
革
新
塾
（
和
歌
山
市
）

 

経
営
革
新
講
習
会
（
日
置
川
町
）

21
日 

会
議
所
主
催
ス
タ
ッ
フ
研
修
会

〜
22
日 

（
和
歌
山
市
）

26
日 

県
連
臨
時
総
会

 

商
工
会
役
員
研
修
会
（
白
浜
町
）

28
日 

全
国
大
会
に
係
る
陳
情
（
東
京
都
）

29
日 

第
47
回
商
工
会
全
国
大
会

 

（
東
京
都
）

【
12
月
】

４
日 

会
議
所
主
催
補
助
員
等
研
修
会

〜
５
日

４
日 

近
畿
女
性
連
リ
ー
ダ
ー
等
養
成
研

〜
５
日 

修 

（
福
井
県
）

７
日 

全
商
３
級
簿
記
検
定
試
験

 

（
和
歌
山
市
）

28
日 

仕
事
納
め

正解者に豪華賞品
高野口まちなかクイズラリー高野口まちなかクイズラリー高野口まちなかクイズラリー高野口まちなかクイズラリー

日　時　12月２日（日）
　　　　9:30～（受付）
場　所　橋本市産業会館
参加費　５００円
定　員　先着１５０組

お申し込みは、高野口町商工会
（ＴＥＬ：０７３６－４２－２９４３）まで。

高野口町商工会青年部が創部40周年
記念事業として「高野口まちなかクイズ
ラリー」を開催します。
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